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 創造主、天の父母様に似た、真の愛を実践する 

天一国の真の主人になろう！ 

【年頭標語】 

1月18日 礼拝のみ言  

あぁ！黒石洞  

 黒石洞はお父様が約6年間生活された所です。18歳か
ら21歳と重要な時期を過ごされました。イエス様から使命
を受け継ぎ、み旨成就のためにまず生き残るという事、こ
れが一番大事なことでした。人には言えませんでしたの
で祈りを重要視した時でもあります。そして祈る為には山
に行くしかありませんでした。さらに生き残るために鍛錬を
したというのです。一日2食、誕生日は断食をする、暖房
は使わない、狭い場所で体を鍛えて行かれました。これ
は全て牢屋に通ずる内容です。牢屋の環境はそのように
過酷ですが、そこでも生き残ることができるようこの黒石洞
で鍛錬をされました。そしてキリスト教会に通われました
が、若い青年が熱心に深く祈っている姿に多くの信者が
感動しました。さらに牧師がダビデの権能をもって来られ
た方だと証しをしましたので、皆がお父様についていくよ
うになりました。そうすると逆に牧師は寂しくなりその教会
は分裂してしまいました。そうなればもうそこにいることが
出来なくなってしまったのです。途中日本の留学を挟ん
でもう一度黒石洞に行かれることになりましたが、このよう
にみ旨をなしていくという事に対して一番深い祈りで歩ま
れた地であるのがここであります。 
 その後、結局基盤を失い、北に行かれて興南の牢屋に
入ることになりますが、戦争によって解放されるに至りまし
た。しかし、その戦争自体は必要のなかったものであるの
です。黒石洞には戦没者を慰霊するお墓があります。
1961年4月17日に再び黒石洞を訪ねられます。御聖婚し
てから1年後です。誉進様が生まれた後になりますが、よ
く目にされると思いますが両手を広げた写真がまさにここ
で実体復活宣布をされた記念のものです。そのような中
で、宣布されながら一体何を祈られたのだろうかと、今回
ここに行ってみて考えましたし、感慨深いものがあったの
です。黒石洞に行ってみて感じたことが２つあります。真
の御父母様に侍ることは名誉ですが、失敗したときは人
間として考えることが出来ない事があると思いました。もっ
と真の父母様との絆を強くして行かなければならないと思
うのです。もう一つは基盤造りです。国が動くような基盤、
人が増えなければならないのです。影響力を強くしてい
かなければならないのです。真のお父様が話されたこと
で実現されなかったことはありません。それができるくらい
の食口になっていかなければなりませんし、準備をしてい
かなければならないのです。その ような力をつけて
VISION2020に向けていかなければならないのです。 
 

 

本教会の礼拝に初めて参加された方を心から歓迎いたします 
  天の父母様と真の御父母様の祝福が共にありますようお祈り致します 

 

1．お誕生日を迎えた食口の皆様、おめでとうございます。 

2．【50日精誠期間について】 

  基元節2周年を迎えるまで50日精誠期間 

  （2015年1月12日～3月2日）を取り組んでまいります。 

3．基元節2 周年精誠訓読40 日路程 

  基元節2 周年を迎えるまでの40 日間、神氏族的メシヤに対する 

  真の父母様の願いを確認し、責任完遂の勝利的歩みを成す 

  ために出版された新しい御言で、訓読の精誠を捧ます。 

  期間：2015 年1 月22 日～2015 年3 月2 日（40 日間） 

  条件：新刊書『祝福の絶対価値と神氏族的メシヤの責任完遂』 

  対象：全食口（個人） 

4．真の父母様 御来日50 周年記念特別集会 

  日時：１月28 日（水） 21：00 

  場所：浦和北教会 

  目的：真の父母様の御来日50 周年を記念し、御来日当時の 

  真の父母様の心情、そして母の国日本に対する天の願いを 

  あらためて深く認識し、新たに出発する機会とする。 

  ※1/30（金）の金曜祈祷会はありません。 

5．新規セミナー 

  日時：１月28 日（水） 10：30 

  場所：浦和教会 

6．健康講演会 

  日時：１月30日（金） 10：30 

  場所：浦和教会 

7．代々木聖地祈祷会（浦和教会の当番の日です） 

  日時：１月29 日（木）  

  場所：代々木聖地 

9．2015 年2 月度清平2 日修錬会 
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ラスベガス14日伝道ワークショップ閉会式 
 
天一国二年天暦11月14日（陽暦1.4）真のお母様は天和宮
で「青年達よ、立ち上がれ」というテーマで韓国の青年指導
者、日本宣教師、アメリカ教会伝道チーム、米国全土から
集まった食口が参加して行われた「ラスベガス14日伝道
ワークショップ」の閉会式を主催された。真のお母様は「ラス
ベガスは全世界の人々が集まる場所であり、取りそろった
すべての環境が全世界に伸びていく所です。年中コンベン
ション（訳者注：集会や大規模な催し）が行われます。すぐ
後にも世界最大の家電展示会が予定されており、韓国でも
サムスンやLGのような大企業が参加すると聞きました。多く
の人々がこの場所に来て、様々な情報を得て自国に帰ると
いうことです。これらを私達が逃してはいけません」と話さ
れ、「アメリカ教会とラスベガスの教会がさらに頑張って、より
良い結実を天に献呈すること」を願われた。 
真のお母様は最後に「私たちは、天暦を使用しますが、グ
レゴリオ暦ではすでに新年が明けました。新年は、青羊の
年といいます。お母様（の干支）は羊です」と話され、「真の
父母の位相をより高く、世界に顕わさなければなりません」

と強調された。続けて地神パッキ（지신밟기）という韓国民
俗伝統について話されて「新年を迎えて祈りと精誠で、さら
に努め、豊かな一年を迎えてください」と願われた。 

 アジアの一角、日本において、最初に詳細に説明し

た。 あなたたちにすべてがかかっている。今からやらな

ければならない。今から先生は命令する。十日に一度

ずつ自分の親、兄弟に手紙を出せ！ 君たちが社会に

向けて活動する三分の一の努力があったら、氏族復帰

は可能である。天国づくりは氏族基台を中心として、そ

れから社会につながる十二弟子と七十二門徒である。

それがなければ、社会を率いることはできない。世界的

になりたければ一二〇人を立てよ。先生はそれをやって

きた。 日本の問題として、今残っているのは、数的問

題である。もしも日本が、ある期間までやらなかった場合

には、先生は日本の使命をほかに回す。世界を救うに

は仕方がない。そうせざるを得ない。あなたたち、考えて

みなさい。一年に死亡率が百分の一だと考えて、百人

に一人死ぬと考えてみた場合には、三十六億のうち、三

六〇〇万は一日に死んでいく。そうした場合に三六〇

〇万人は地獄に行く。神から見た場合に大損害である。

サタンから見た場合、大勝利である。一年早ければ、三

六〇〇万が救われる。十年早ければ三億六〇〇〇万

人である。 こう考えた場合に、世界にまで早くこれを宣

べ伝えるのに、いかに忙しいかということが自然と分かる

であろう。もう時間がない。神がいかばかりそれを願って

いるだろう。 

 
～ み旨と世界 p245～ 

 

 

                                  説教者 ： 李 炯燮教区長 

                              司会者 ： 伊東哲也 

           伴奏者 ： 町田滋子 

     開   会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

     黙   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 ※聖   歌  ・・・・・・・・・・  聖歌 39番  ・・・・・・・・・ 体 

 ※敬   拝  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体  

 ※家庭盟誓  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体     

 ※年頭標語  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

    代表祈祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

   聖   歌   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   聖歌隊         

    み言訓読  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体                                  

     説      教   召命の人生 

 ※聖歌と献金 ・・・・・・・・・・  聖歌  5番  ・・・・・・・・・  

 ※祝   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    教区長  

 ※全体祈祷  ・  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

    お知らせ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

   閉      会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     司会者 

 

  

  
『 生めよ、殖えよ、地に満ちよ 』      
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   お 知 ら せ  

   閉          会                                             

 一心不乱 一生懸命 


